
第１９回岩手県高校女子ソフトボール大会  

開 催 要 項 

１ 主  催   （一社）岩手県ソフトボール協会 

２ 共  催   岩手県高等学校体育連盟ソフトボール専門部 

３ 主  管    （一社）岩手県ソフトボール協会中部地区協議会  奥州市ソフトボール協会 

４ 後  援    岩手県教育委員会  岩手県高等学校体育連盟  (公財）岩手県スポーツ協会 

              奥州市  金ケ崎町  (一社)奥州市スポーツ協会  金ケ崎町スポーツ協会 

５ 会  期    令和８年 7月 2５日（土）～2６日（日）(荒天中止：順延はしない） 

６ 会  場   Ａ．金ケ崎町民運動場  ＜大会本部＞ 

   〒029-4503 岩手県胆沢郡金ケ崎町西根南羽沢 58番地  

   B．金ケ崎中学校ソフトボール場      

       〒029-4503 岩手県胆沢郡金ケ崎町西根菖蒲沢２７−１ 

７ 競技規則   2026年度（公財）日本ソフトボール協会オフィシャルルールによる。 

８ 競技方法   トーナメント戦とする。 

(1)全試合３回１５点、４回 10 点、５回 7 点差コールドゲームを採用し、準々決勝

と準決勝の後 30 分あける。 

(2)２試合目以降フィールディングなしとする。 

(3)サスペンデッドゲームを採用する。 

９ 使 用 球  （公財）日本ソフトボール協会検定ゴム１２インチ球とする（専門部で準備） 

10 参加資格 (1)高校総体優勝校を推薦とし、第 1シードとする。 

          ※高総体優勝校が出場出来ない場合は、高総体の準優勝校の所属地区の第 1 代表校を

第 1シードとする。 

             (2)高校総体準優勝の所属する地区の第１代表校を第２シードとし、第３位の所属する地区

の代表校に第３・４シードを与え、抽選とする。 

          ※高総体優勝校が出場できない場合、第２シードと第３シードについては、高総体第３位

校の所属する地区に与え、抽選とする。第４シード以降はフリー抽選とする。 

         (3)合同チーム・クラブチームの参加を認める。 

(4) チームの中に、次の資格を有する者がいること。監督・コーチが資格を有していない場合

は、チーム内に資格を有する者（監督代行になり得る者・引率責任者）がいなければなら

ない。 

①  公認ソフトボールスタートコーチ 

②  公認ソフトボールコーチ１  ③ 公認ソフトボールコーチ２ 

④  公認ソフトボールコーチ３  ⑤ 公認ソフトボールコーチ４ 

⑥ 公認スタートコーチ（教員免許状保持者） 

※ 指導者資格保有者の確認（指導者資格）は、チームがベンチ入りを開 

始する際（フィールディングの前）に毎試合行う。その際、資格者証と本人が特定できる 

身分証を併せて持参すること。 

11 参加制限     本大会に出場するチームの編成は、引率責任者１名（当該校の教職員）、監督１名 

（学校長の認めた指導者）、コーチ１名（学校長の認めた指導者）選手 17名以内、 

マネージャー１名の 21名以内とする。  



12 組合せ抽選  令和８年７月１８日（土）午後３時より下記において、公開代理抽選にて行う。 

県協会役員、開催責任者、大会審判長、記録長、主管協会役員の立会いのもと、主管

協会が行う. 

          ＜抽選会場＞ 水沢武道館 会議室 

             奥州市水沢秋葉町２４－３  TEL 0197-23-2517 

なお、組み合わせの結果は参加チームにメールで送付し、県ソフトボール協会ホー 

ムページに掲載する 。  

13 監督会議   監督は必ずユニホーム着用の上、全員出席のこと。 

令和８年７月 2５日（土）８時 00分 本部（金ケ崎町民運動場）横で行う。 

14 参加申込  (1)申し込み方法 

別紙参加申込書に必要事項を記入の上、シクミネットで登録した、監督。コーチ、 

選手の一覧表、および有資格者証の写しを添えてメールにて下記宛に期限厳守で 

送付願います。（公印付きの申込用紙は監督会議時に持参すること） 

             (2)申込先（大会事務局） 

〒023-0403 奥州市胆沢若柳字袖ノ町６７ 

奥州市ソフトボール協会 事務局長 安倍 美広   

yoshi-anb@abelia.ocn.ne.jp 宛て 

           (3)申込期日 令和８年７月 1３日（月）必着  

15 参 加 料  １チーム 15,000円（７月２５日受付時に持参） 

16  開 会 式  実施しない 

17  表  彰   優勝チームには優勝旗を与え、第３位まで表彰状を授与する。 

18  宿  泊   宿泊の斡旋は特に行わない。 

19  傷害措置   出場選手が試合中に傷害を受けた場合は、応急処置の他は責任を負わない。 

20  そ の 他   

(1)記録補助員（高校生）については、旅費・弁当等は支給しない。 

(2)補助員（ボールガール）については、当該チームから２名出すこと。 

(3)地区予選については、当該校で連絡を取りながら代表校を決定し、詳細については 

高体連ソフトボール専門部委員長と協議すること。 

       （4）熱中症対策として、競技本部または担当審判員が休憩を必要と認めた時は、試合を中断 

して休憩を取る場合もある。この休憩時間は、試合時間に含めないものとする。 

          (5)不明な点は、下記まで問い合わせください。 

         ① 奥州市ソフトボール協会 事務局長  安倍 美広 （会場等の関係） 

    携帯 090-５２３５‐９９５４  Ｅメール：yoshi-anb@abelia.ocn.ne.jpp 

② 高体連ソフトボール専門部委員長 一関第二高等学校 千葉律子 

    E メール；ptf17-ritsuko-chiba@iwate-ed.jp 
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